
法隆寺金堂壁画保存活用委員会について 

 

○法隆寺金堂壁画保存活用委員会（第５回） 

日 時： 平成 31 年１月 27 日（日） 14:00～16:00 

場 所： 法隆寺本坊（委員会） 

議 事： ワーキング・グループの活動中間報告と次年度以降の活動の 

方向性について 

  

 第５回委員会では、事務局からは法隆寺収蔵庫の耐震診断について、十分な耐

震性を確保していることの結果報告があった（参考資料１－１）。また、各ワー

キング・グループからは３年間で取り組んだ内容の中間報告、平成 32 年度以降

の活動の方向性について報告があった（参考資料１－２）。 

 今後は、現収蔵庫における金堂焼損壁画の公開を目標に、各ワーキング・グル

ープでの調査をさらに進めてゆくこととなった。 

 

 

 

 参考資料１  
 古墳壁画の保存活用に関する検討会（第２５回） 
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法隆寺金堂壁画 保存活用委員会 ＷＧ報告全体要旨 

 

 

○保存環境ＷＧ 

  法隆寺焼損金堂壁画収蔵庫の保存環境について、現状の問題点とその環境形成メカ

ニズムを明らかにするために、温湿度環境等について調査を行った。これらの成果を

もとに、シミュレーションモデルを活用し、今後の焼損壁画公開を見据えた検討を行

い、さらに、中長期的な維持管理を考慮して報告を行う予定。 

 

○壁画ＷＧ美術史班 

  関連する古代壁画として鳥取県米子市の上淀廃寺壁画断片の比較検討、山中羅漢図

壁画の調査等を行った。今後は、金堂壁画本体研究のための画像資料の作成、飛天の

調査について計画、写真ガラス原板のデジタル画像の活用等について検討を進める予

定。 

 

○壁画ＷＧ材料調査班 

  非破壊の調査手法を用いて、関連する古代壁画等の比較検討・山中羅漢図の材料調

査を行った。今後は関連する古代壁画の継続調査、飛天や大壁の調査手法の検討・開

発をし、金堂壁画の調査を進める予定。 

 

○建築部材ＷＧ 

  収蔵庫内の焼損部材の現状把握、合成樹脂による部材の硬化による影響や庫内の鉄

骨枠組の変形等の確認、各ＷＧとの協同により長期的なモニタリングの基礎資料収集

及び実施体制の検討を行う予定。 

 

○アーカイブＷＧ 

  壁画関連資料（法隆寺蔵）のデジタル化、収蔵庫の歴史的評価、壁画の現状把握を

行った。今後は壁画関連資料のデジタル化の継続と分析、壁画（現状）の記録保存、

昭和 10 年撮影の原寸大分割写真ガラス原板のデジタル化を進める予定。 

 参考資料１－２  
 法隆寺金堂壁画保存活用委員会（第５回） 

資料８ 
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